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-Event of omaezaki-

やまもも保育園の完成祝す

◀参加者40人が園舎の完成を祝福した竣工式

EAT券で市内飲食店応援

◀コロナ対策を実施しながら販売した EAT券

バディを組みクラフト作り

◀２人１組のバディを組み協力してクラフトを作る参加者

やまもも保育園で６月23日、新園舎の完成を祝う
竣工式が執り行われました。同園は、浜岡保育園の民
営化に伴い、社会福祉法人やまもも福祉会が市消防署
北側に建て替えを計画。今年４月30日に完成しまし
た。栁澤市長は「『三つ子の魂百まで』ということわざ
がある。子どもは市の宝。幼児がのびのびと育つよう
保育してほしい」と期待を寄せました。

　市内飲食店の応援や地域経済を支援することを目
的に、市商工会で６月７日「DEMAEZAKI スペシャ
ル EAT券」が販売されました。同券を購入した人は
「DEMAEZAKI をきっかけに、初めて利用するお店
や自宅から離れた場所にあるお店に行ってみる回数が
増えた。この EAT券を含め、市内飲食店を応援する
ことは良い取り組みだと思う」と話しました。

御前崎市文化会館で６月13日「海の安全教室とマリ
ンクラフト作り」が開かれました。参加した45人の小
中学生は、海での身の守り方や溺れている人を見つけ
た時の対処法、貝殻を使ったクラフトの作り方などを
学びました。参加者の坂井祐斗くん（白羽区）は「学年
が異なる人とバディを組み、協力してクラフトを作成
することができて良かった」と喜びました。

新谷区の栗林きんさんが６月15日に100歳を迎え
栁澤市長が祝い状や花束を贈り長寿を祝いました。
80歳までの約20年間は、グラウンドゴルフで体を
動かしていたという栗林さん。地区大会で入賞するほ
どの腕前だったそうです。「長寿のひけつはよく食べる
こと。これからもデイサービスの仲間と楽しくお話を
していきたい」と笑顔で抱負を語りました。

栗林きんさんの長寿を祝う

◀「栁澤市長に会えてうれしい」と話す栗林さん
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